
 

 

 

 

 

 

滑石っ子の心を見つめる教育週間 

「滑石っ子の心を見つめる教育週間」には、多くの保護者の皆様、地域の皆様に御来校
いただき、ありがとうございました。久しぶりに土曜授業も実施し、たくさん子どもたち
の心に触れていただけたことでしょう。これからも、学校、家庭、地域が連携・協働して、
豊かな心をもつ滑石っ子を育んでいきましょう。 
さて、上記の作文は、昨年度も紹介しましたが、私が初めて卒業担任をした時の卒業文

集の一文です。教育週間のスタートにあたり、毎年読み返しています。「ぼくは、このクラ
スのみんなと同じクラスでよかったと思います。」今でもこういう思いをもたせることが、

私の目標です。まさに「なかまに めぐまれた しあわせな学校」の姿です。 
もうすぐ彼の命日。今年もお墓参りに行って、「君が

卒業した西城山小学校に負けないように、『なかまに、
めぐまれた、しあわせな滑石小学校』であり続けるから
ね。」と、決意を伝えてきます。 
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今日の一言 
               ５．６．２７ 校長 渕上 卓也 

＜今日の一句＞ 
  教え子の 

心に教わる 
「教師とは」   卓也  


